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■司　　会　ＳＡＡ  齋藤　善孝

■開会点鐘　会　長　増田嘉一郎

■斉　　唱　君が代、奉仕の理想　
　　　ＳＬ　市川　慎二

■出席報告

■本日の欠席者
新川

■他クラブ出席者
安藤公一、関口、新川、千葉、鈴木

(岩沼 RC)

■ビジター　　 

松本良彦殿 (名誉会員 )

■ゲスト　  
ナムフォン・ナラサワッドさん

(青少年交換学生 )

■７月誕生記念祝
倉本　宏昭会員　　　　7.24

黒瀬　一敏会員　　　　7.16

吉野　寧訓会員　　　　7. 2

福村　　正会員　　　　7.15

杉山　雅彦会員　　　　7.29

■会長報告
１）2014 ～ 15 年度が、新会員４名を迎えて、

スタートしました。本日は、この後入会式が

行われます。松本名誉会員にも、新年度のお

本日の出席数    31 名会  員  数 　 　  36 名

本日の出席率　96.77％ 修正出席率   　100％

Light  Up  Rotary  

横浜旭ロータリークラブ
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祝いに駆けつけていただきありがとうござい

ます。

　今回会長になって始めて、ロータリーの年

度が７月から始まる意味が分かりました。多

くの企業や団体が決算期を３月末日としてお

り、その事業報告や、決算報告、それに事業

計画や収支予算と、５月中旬位までこれらの

処理に追われています。私も、監査役や理事

やら監事の業務に５月中旬まで追われており

ました。それが一段落してから、ロータリー

の新年度への準備を始めました。十分準備が

できたかは不安ですが、何とかスタートでき

るのではと思っています。今年度１年間宜し

くお願い致します。

２）例会の会長報告ですが、カレンダーに記

載されている行事や記念日の由来について、

ご紹介することにしました。皆様ご存知のこ

とも多いかとは思いますが、その後１週間、

どこかで話題に使ってもらえればと思ってい

ます。本日は、７月７日の「七夕」です。広

辞苑で「たなばた」を引くと、「七夕」という

漢字と、「棚機」という漢字がでていました。

中国伝来の乞巧奠（きこうでん）の風習と日

本の神を待つ「たなばたつめ」の信仰が習合

したものであるとのことです。天の川の西側

に住む織姫と東側に住む彦星の話しは、皆さ

んよくご存知のことと思います。これは中国

の乞巧奠の話しです。２人の逢瀬を祝い、織
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姫にあやかって、機織りが巧みになるよう乞

う祭りということで、手芸や手習いの上達を

願う祭りとのことです。宮中儀式にも取り入

れられたそうです。

もう１つ、日本の原始時代から行われていた

信仰として、棚機女（たちばなつめ）という

巫女が、水辺の棚の上に設けられ棚機という

織機械を使って、先祖に捧げる衣を織り上げ、

それを使って神の降臨を待つという禊（みそ

ぎ）の行事を行っていたそうです。この２つ

の行事が交じり合って、現在の形に定着した

ということです。そこで「七夕」を「たなばた」

と読むようになったとのことです。

３）本日、交換留学生ナムフォンさんもお見

えです。これが例会に見える最後となります。

７月８日㈫午後６時から交換留学生ナムフォ

ンさんの送別会が、謝朋殿で開かれます。皆

様のご支援と瀨谷ロータリークラブのご協力

もあり、この受け入れが無事に終わることに

なりそうです。また彼女にとってすばらしい

成果があったこと、そして彼女との別れを惜

しんで、楽しい会となることを期待していま

す。是非多くの会員のご参加を希望します。

■幹事報告
１）例会臨時変更のお知らせ

○横浜あざみロータリークラブ

日時　７月９日㈬移動例会

　　　点鐘　12 時 30 分

場所　例会場　あざみ野団地集会所　

　　　第２会議室

○横浜港北ロータリークラブ

日時　７月 31 日㈭移動夜間例会

　　　ビアガーデン

日時　８月 14 日㈭休会

○神奈川ロータリークラブ

日時　７月 21 日㈪休会

　　　7/20 ～ 7/24 ミャンマー視察旅行

日時　９月 15 日㈪定款により休会

日時　10 月 13 日㈪定款により休会　

日時　11 月 ３日㈪定款により休会

日時　11 月 24 日㈪定款により休会

２）例会のお弁当について

　当日の数の変更が不可能となります。足り

ない分に関しては、普通のお食事で対応しま

すので、次週の例会の出欠報告を必ずするよ

うにお願いします。

　お客様をお連れになられる場合、又は急な

出欠の変更は、例会前日の火曜日までに事務

局に必ず連絡して下さい。

■旭ジャズまつりへのお誘い！　北澤　正浩

　今年も７月 27 日に旭ジャズまつりが開催さ

れます。ロータリー専用席もご用意させてい

ただきます。是非ご来場お待ち申し上げます！

■安藤公一直前会長より報告
１）青少年交換留学生修了式

　6/28 ㈯に青少年交換留学生の修了式がナビ

オス横浜で開催され、青木さん、漆原さん、

後藤さん、福村幹事、現ホストファミリーの

真木夫人、旭高校の先生と二人の友人達と共

に参加して参りました。各留学生からの報告

があり、皆さんそれぞれに日本留学を楽しま

れたようで何よりでした。彼等全員が日本の

理解を一層深め、国際親善の一翼を担ってく

れるものと大いに期待しました。ナムフォン

も立派に報告し、親バカではありませんが、

一番上手に報告していたと思います。

２）横浜鶴峰 RC 最終例会

　6/28 ㈯ 18 時より鶴峰 RC の最終例会がキャ

メロットジャパンにて開催され、当クラブよ

り二宮登さん、関口さん、兵藤さん、斉藤さん、



■ナムちゃん最終報告　
　　　　　　　　ナムフォン・ナラサワッド

　皆さんこんにち

は。今日は私の最後

の例会です。一年間

お疲れ様でした。私

のお世話をすること

は大変ですよね。こ

の一年間は本当に楽

しかったです。日本

の有名な土地に行っ

たり、食べ物を食べたり、日本の文化を学ん

だりしました。最初はまったく日本語がわま

りませんでした。しかし、ホストファミリー

の皆さんや先生に教えてもらい、友だちといっ

ぱいしゃべって、日本語を話せるようになり

ました。今まだ、ペラペラじゃなく、漢字も

少ししか分らないけれど、タイに帰ったらが

んばって勉強します。日本語上手になったら

また、日本に留学したいと思います。

　日本に来て良かったです。タイ語と英語以

外でも外国語の一つを話せるようになりまし

た。日本人の考え方も分ります。日本はほと

んどの事に心をこめます。小さい事でも気を

使います。ほかに、ロータリーの皆さんとた

くさん活動をして楽しかったです。この一年

間いろんな思い出を作り、良い経験になりま

した。日本での生活や勉強するチャンスを与

えてくださり、ありがとうございました。　
■入会式　
○桜田　裕子
　入会させていただ

きました桜田裕子で

す。11 年間横浜港

南台 RC に在籍して

おりました。私は中

学生の時旭区に引っ

越してきて、かれこ

れ 50 年 ( 途中 15 年

ほど出ておりましたが ) 住んでおります。地

元に戻ってきてほっとしております。これか

ら皆様とロータリー生活を楽しみたいと思っ

ております。宜しくお願いいたします。

○秋内　　繁
　今日からお世話になります。出身は長崎で

す。第一生命に入社して 11 回の転勤をし、最
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松本さん、佐藤真吾さん、福村幹事と私の８

名が参加しました。最後まで鶴峰 RC に残られ

た 14 名の方々は皆、ロータリークラブを大好

きだということを実感しました。我、横浜旭

RC に移られた佐藤利明さん、太田幸治さんの

みならず他の方々も地域への奉仕活動の際に

は間違いなくお手伝い頂けるものと確信しま

した。折角のご縁をもって知り合えた仲間で

すので、これからも末永くお付き合いを続け

て行きたいと考えています。通常例会費2,000

円でフルコースの食事とお酒を頂きました。

改めて横浜鶴峰 RC に御礼を申し上げたいと思

います。

３）岩沼 RC 本年度第一例会出席

　昨日７月１日に関口さん、千葉さん、鈴木

さん、新川さんと共に総勢５名で小野新会長

の第一例会に出席してまいりました。

　この度、R 財団地区補助金給付が決定され

た「被災地保育所へのクリスマスプレゼント

寄贈」案件を現地の岩沼 RC の協力を得ながら

有効に活用すべくご相談も兼ねて伺った次第

です。

　12:30 より竹駒神社での祈祷（お払い）を

受け会長幹事が榊を捧げ厳粛なムードの中で、

13:00 より同神社の控え所での畳の上での例

会開催となりました。

　参加有志を代表し関口さんが小野新会長へ

激励の花束を贈呈。神社からのお札も頂き、

小野会長からは本年度国際 RC のテーマネクタ

イも頂戴致しました。東日本大震災復興支援

委員長として、岩沼 RC との更なる友好関係を

深めて行きたいと思っております。皆様の更

なるご協力をお願い致します。

■親睦委員会　                                   市川　慎二

　皆様、こんにちは。今期親睦委員長を仰せ

つかりました市川です。

　新入会員歓迎会を 7/16 ㈬ 18 時より、仕立

屋で行います。ご参加よろしくお願いします。

■社会奉仕委員会　                         福村　　正

　６月 26 日、安藤公一前会長、漆原幹事、新

川会員、福村で、濱旭区長に面接し、チャリ

ティーコンサートの後援を、お願いしてきま

した。
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終は福岡でした。平

成９年に南本宿に家

を建てましたが、ま

だ数年しか住んでお

りません。　昨年

10 月に定年。家族

は妻と嫁に行った娘

二人です。趣味はゴ

ルフですが。３月に心臓手術をし、今、復帰

訓練中です。ゴルフのお誘いも歓迎です。こ

れからどうぞよろしくお願いいたします。

○佐藤　利明
　旭ロータリークラ

ブに入会させて戴き

まして光栄に思って

おります。よろしく

お願いします。鶴峰

ロータリークラブ時

代にはいろいろお世

話になりました。

　６月 28 日をもちまして終結ということで、

大勢の皆様に最終例会、感謝の会にご臨席い

ただき、有難うございました。

○太田　幸治
　私、佐藤利明氏を

通して鶴峰 RC に入

会、10 年近く在籍

になりますが、終結

という結果になり残

念です。今回伝統あ

る横浜旭 RC に入会

させていただき有難

うございます。

　当クラブと私の係わりは、2006 ～ 07 年親

睦委員会行事「日曜散歩」に 12 回参加させ

ていただき、神社、仏閣、史跡を探訪し、知

識と教養を高め、良き思い出となりました。

2007 年５月場所両国国技館での相撲観戦、そ

の他行事、第 69 代白鵬横綱昇進披露宴ホテル

ニューオータニ等に同席させていただきまし

た。御礼申し上げます。

　ロータリークラブの目的は会員の職業倫理

を高めそこから社会奉仕国際親善を広げると

されていますが、私自身はあと６ヶ月で 80 歳

になります。少しボケ気味なので防止の為例

会、行事等に参加させていただきますので、

宜しくお願い申し上げます。

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

増田嘉一郎／①新年度がスタートしました。

１年間宜しくお願いします。②桜田さん、秋

内さん、佐藤利明さん、太田幸治さん、ご入

会を心から歓迎します。当クラブ人生を楽し

んで下さい。③松本先生ようこそ。

漆原恵利子／新年度がいよいよスタートいた

しました。クラブに迷惑をかけないようにだ

けはしたいと思います。ご指導よろしくお願

いいたします。

松本　良彦／久しぶ

りにお伺いいたしま

した。

吉野　寧訓／お蔭様

で、米寿を迎えまし

た。

関 口　 友 宏／①増

田・漆原年度のス

タートを祝し、合わせて新しく会員になられ

た皆さんを歓迎して。

矢田　昭一／①新年度の発足を祝して。②佐

藤さん、太田さん、秋内さん、桜田さんの入

会を心から歓迎します。③松本名誉会員よう

こそ。

二宮　　登／①新年度のスタートを祝して。

②桜田さん、ようこそいらっしゃいました。

桜田　裕子／本日より皆様のお仲間に入れて

いただきます。よろしくお願いいたします。

新しい出会いにときめいております。

太田　幸治／伝統ある旭ロータリークラブに

入会させていただきまして有難うございます。

よろしくお願い致します。

秋内　　繁／今日からお世話になります秋内

です。よろしくお願いいたします。

佐藤　利明／本日から旭 RC に入会させて戴き

まして光栄です。よろしくお願いします。又

先週、先々週と鶴峰 RC の最終例会に大勢の皆

様においで戴きまして有難うございました。

お礼申し上げます。

倉本　宏昭／新年度開始おめでとうございま

す。増田会長、漆原幹事、他役員の皆様一年

間よろしくお願いいたします。又、新たにお

仲間入りして下さいました皆様、末永くよろ

しくお願いいたします。

市川　慎二／①増田会長、漆原幹事の新年度



子様、入会ありがとうございます。これから

どうぞよろしくお願い致します。③松本先生

ようこそ！

佐藤　真吾／①新年度を祝して。増田会長、

漆原幹事一年間よろしくお願いします。②新

入会員の皆様ようこそ旭 RC へ。③松本先生よ

うこそ。④ナムフォンさんようこそ。

安藤　公一／①増田会長、漆原幹事これから

一年宜しくお願い致します。②佐藤利明さん、

太田幸治さん、桜田裕子さん、秋内繁さん、

これから末永く宜しくお願いします。③松本

先生ようこそ。

■新年度会長幹事挨拶
○幹事挨拶　　　　           　漆原恵利子

　今年度、増田会長の下、幹事を務めさせて

いただきます。漆原です。よろしくお願いい

たします。

　年度当初として、心に感ずることは、幹事

所感として、計画書に記したとおりですが、

簡単にご挨拶させていただきます。

　年度末が迫る頃、次年度の幹事ご苦労様と

か頑張ってね、といった暖かいお声賭けをい

ただきました。その頃はまだ、幹事役の実感

がありませんでしたが、今日前の席に座って、

少し自覚がうまれ、ちょっと緊張してきまし

た。

　私が入会してから、早 14 年経ちました。後

で聞けば、旭ロータリーとして初めて女性に

門戸を開くに当たり、いろいろと物議を醸し

ていたとのことですが、私が入会させていた

だいてからは、ウェルカムの雰囲気一色で、

居心地の悪さや違和感は一切ありませんでし

た。さすがロータリアンは紳士だと思った次

第です。一旦、クラブの方針が固まれば、そ

れまでいかなる議論がなされていても、クラ

ブが一丸となって行動していく、旭ロータリー
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を祝して。②佐藤利明さん、秋内さん、桜田

さん、太田さん、ご入会大歓迎です。

千葉　和裕／新年度の出発を祝して。

杉山　雅彦／①新年度を迎えて。増田会長ほ

か新役員の皆様、そして新会員の皆様、どう

ぞ宜しくお願い致します。②誕生祝いを頂き

ありがとうございます。51 歳になりました。

福村　　正／①ナムフォンさん、今日が最後

の例会ですね。おなごりおしいです。②ご入

会の秋内様、太田様、桜田様、佐藤様宜しく

お願いします。

後藤　英則／増田会長、漆原幹事の新年度を

祝して。新会員の方々よろしくお願いします。

齋藤　善孝／①増田会長、漆原幹事一年間よ

ろしくお願いします。②佐藤さん、太田さん、

桜田さん、秋内さん入会大歓迎いたします。

五十嵐　正／①増田、漆原年度のスタートを

祝って。②新入会員の皆様、よろしくお願い

します。

北澤　正浩／①増田会長、漆原幹事、新年度

よろしくお願い致します。②秋内さん、太田

さん、佐藤さん、桜田さん、よろしくお願い

します。

二宮麻理子／①本日より新年度です。よろし

くお願い致します。②秋内さん、太田さん、

桜田さん、佐藤利明さん、入会歓迎いたします。

今野　丁三／新年度おめでとうございます。

会長、幹事一年間よろしくお願いします。

安藤　達雄／①増田丸の門出を祝して。②新

会員の皆さんをお迎えして。

吉原　則光／①新年度増田会長のもとの新体

制、心よりお祝い致します。②新入会員の皆様、

おめでとうございます。ご活躍を期待してお

ります。③松本先生しばらく振りでお元気で

お出かけ下さり、有り難うございます。

田川　富男／①家内にお花を頂きまして、誠

にありがとうございます。②増田新会長よろ

しくお願い申し上げます。③安藤前会長、ご

苦労様でした。

青木　邦弘／①佐藤さん、太田さん、桜田さ

ん、秋内さん、ようこそ。②例会 100％出席

が 35 ヶ月続いております。新年度増田会長を

初め皆さんよろしくお願いいたします。

内田　　敏／①増田、漆原年度を祝して。②

佐藤利明様、太田幸治様、秋内繁様、桜田裕



– 6 –

の素晴らしさだといつも思っています。

　入会して、こんなに多くの方々と知り合う

ことが出来ました。入会してよかったと思っ

ています。この一年間は、幹事として私が少

しでもクラブに貢献できればと思っています。

会長をサポートするなどと言うのはおこがま

しいですが、幹事として、目立たず出しゃば

らず、役割を淡々とこなしていかれたらいい

かなと思っています。

　そして、私がもう一つ心がけたいと思って

いることは、クラブ例会に出席して、気分良

く感じてもらえる雰囲気を大切にしていきた

いということです。他クラブから移籍してい

ただいた新たなる会員をお迎えするに当たり

ましても、このクラブでよかったと思ってい

ただけることがとても大切だと思います。

　ロータリーの例会では、ニコニコとかスマ

イルレポートと言われるものがありますが、

笑顔あふれるクラブであるようにと願います。

私も自ら率先して、笑顔絶やさぬ幹事であり

たいと考えています。

　どうか１年簡、皆様が笑顔で過ごせるよう

なクラブ運営に努めてまいる所存ですので、

愛ある暖かいご指導をいただけますよう、よ

ろしくお願いいたします。

○会長挨拶　　　　　　　　　　増田嘉一郎

１）改めまして、横浜旭ロータリークラブ会

長として、１年間宜しくお願い致します。

　会長としての所感・方針は、委員会活動計

画書に記載させていただきました。あとでゆっ

くりと目をとおしていただければと思います。

２）今年度 36 名の会員でスタートすることに

なりそうです。前年度末に１名の方が退会届

を出されておりますので、新会員４名を迎え

ましたが、36 名ということになりそうです。

　従来から言われているとおり、当クラブの

損益分岐点は、会員 40 名ということであり、

やはり会員増強をお願いする事態は変わりな

いのです。会員増強委員会の計画書をみると、

女性会員の増強に力を入れるということであ

りますが、私の気持ちとしては、男性であろ

うと、女性であろうと、若手といえる会員を

１人でも、できたらあと４人増やして欲しい

のです。そのためには、今いる若手会員が自

信をもって友人に入会を誘っていただけるク

ラブであって欲しいのです。若手会員が例会

だけではなく、委員会活動に、奉仕活動に、

楽しさとやりがいを感じ、充実したクラブ生

活を送っているかなのです。これは当クラブ

自体が充実しているかが問われているのです。

　当クラブの充実は、先輩会員が、積極的に

活動していただけるかにかかっているのです。

高齢者は、若い会員の後についていけば良い

という気持ちではなく、遠慮している若手会

員を先に立って引っ張って、あるいは背中を

押して、ロータリー生活の楽しさを味わさせ

ていただきたいのであります。当クラブの活

動には先輩方の経験を必要としているのであ

り、クラブの活動に中堅会員も含めた、若手

から高齢者まで会員全員の積極的参加があっ

てこそ、充実した活動ができるのです。それが、

若手会員の入会へと結びつくと考えておりま

す。また、会員全員が楽しいクラブ人生を過

ごせると思っております。

３）そうすると、やはりクラブの全ての活動

の根幹をなすのが、会員相互の親睦でありま

す。

　まずは、例会の食事が本日から謝朋殿に変

わりました。経過は既にご説明したとおりで

すが、謝朋殿の方でも皆様からのご意見を伺

いたいとのことです。何かお気づきの点があ

りましたなら、私なりに幹事にお聞かせいた

だければと思います。食事がおいしいことが

例会の基本です。おいしい食事があってこそ、

楽しい例会があるのです。皆様がおいしいと

感じてくれることを願っています。また、例

会の時には、もっと雑談の時間があってもい

いかとも思っているのですが、当クラブでは、

委員会の活動報告に時間をとられ、中々雑談

の時間が設けられていないのです。これは、
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活発な委員会活動がなされている結果であり、

ご容赦願いたく、できましたなら、10 分でも

20 分でも早く例会場に来られて、会員同士の

雑談を楽しんでいただければと思います。

　親睦委員会では、これ迄に劣ることなく、

親睦のための計画をいろいろと考えているよ

うであります。このような機会にも時間の許

す限り、是非多くの方の参加を望むのであり

ます。

　なお、毎月第１水曜日、本日も該当しますが、

夜８時から、二俣川北口の「ゆうや」という

居酒屋で、有志がお酒を飲んでいます。これ

も時間の都合がついたら、顔を見せていただ

き、会員の交流につなげていただければと思

います。

　社会奉仕委員会が担当する区民祭りは、イ

ンターアクトと一緒に、ロータリーデーとし

て、区民に当クラブの存在をアピールし、チャ

リティコンサートでは、中高生の活動を支援

し、共に奉仕をします。

　岩沼ロータリークラブとの交流も引き続き

進めたいと思っています。震災後４年目を迎

え、改めて、お互いに何ができるかを考えな

がら、被災地に役立つ活動を目指したいと思っ

ております。

４）今年度の新企画としては、２つの活動を

取り上げたいと思っております。

　いずれもこの後の理事会でご審議願うこと

ですが、まずは、クラブ細則の検討です。　

　前年度当クラブの定款が変更され、それが

2013 年度版手続要覧に載り、今回の委員会活

動計画書にも掲載されております。「綱領」が

「目的」と用語が変わったことなどで、大きな

変更はありませんが、今後はこの定款をご参

照いただければと思います。

　しかし、それに伴って、標準クラブ細則も

変更されています。こちらの方は、問題とな

ることがいくつかあるようですので、理事会

の下にワーキング・グループを設けて検討し

ていただき、クラブ細則を改正することにな

りましたなら、理事会の審議を経て、例会へ

改正案を提出することになると思います。

　もう１つは、旭区内に災害が発生した場合

に、当クラブが何ができるのかの検討に着手

するためのワーキング・グループを立ち上げ

たいと考えています。

　これ迄当クラブでは、災害対策についての

検討を何回か実施し、その資料も残されてい

ます。また、横浜市や旭区においても、災害

対策の要綱等が作られております。他方、会

員の中には、職業上、あるいは地域での役務

から、災害時に奉仕活動に従事される方もい

らっしゃることと存じます。これらの資料や

状況を把握して、旭区内に災害が発生した時、

当クラブとして何ができるのかを検討したい

と考えています。

　この２つのワーキング・グループに関心が

あり、参加したいと考えていられる方がいらっ

しゃいましたなら、来週にはメンバーを発表

し、今月中には動き出したいと考えています

ので、お早めにお申し出をいただければと思

います。

５）収支予算に関しては、活動計画書に記載

しておりますが、会員も増えたこともあり、

本日の理事会で、前年度決算等最新の情報に

基づいたものに補正していただき、それを来

週皆様に配布する予定です。

　ただ、一般会計においては、食事代の増額

が年間ではかなりの負担増となり、相変わら

ず厳しい財政が続きます。また、特別会計の

スマイルにつきましても、150 万円の収入を

見込んでおります。青少年交換留学生の特別

会計の残額 15 万円位が入金することになって

いますが、それでもスマイルの負担額は、お

１人年間 37,500 円位となりますので、祝い事

行事で記念品を受け取られたり、うれしい事

がありましたなら、相応のご協力をお願い致

します。

６）皆さんは、何を求めて、何を期待してこ

のクラブへ入会されたのでしょうか。その求

められたこと、期待されたことを、会員全員

協力して一緒に実現していきたいと思ってお

ります。

　いろいろお願いを申し上げましたが、微力

ではありますが、全力で頑張りますので、１

年間ご指導、ご協力をお願いして、就任の挨

拶とさせていただきます。

■次週の卓話 (7/16)　
　新川　　尚会員　

                     週報担当　杉山　雅彦
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